
すべてが当たり前
ではない。一つ一つ
を大切にというとこ
ろがとてもよかった
です。  

小学生以下
人権は人の生まれ
ながらの権利で、そ
れをちゃんと気をつ
けないといけない
ことがよく分かりま
した。  

小学生以下

人権についての問題は
知っていましたが、取り
組みなどは自発的に調
べなければ知る機会が
無かったので良い機会
になりました。  

高校生 無関心も差別かもしれ
ないというポスターを
見て、正しい知識を得
て、自分にできることを
考えようと思いました。
　　  　　　　高校生

とても分かりやすく
楽しい時間となり、
子どもと人権につい
て話し合うことがで
きて良かったです。
　  　　　　40代 

幼児がどのくらい理解
しているのか見当もつ
かないが、子どもなり
に「見た」記憶が残るだ
けでも意味のあるもの
だと思います。    
　　　　　      60代

人権教室河曲保育所
河曲保育所で行われた、人権擁護委員による
人権教室。読み聞かせやパネルシアターなど
を通して、子どもたちは、仲間を大切にするこ
とや、命の大切さについて学んでいます。

子どもの人権みんなで考えよう！

害が後を絶ちません。
　子どもが一人の人間として尊重されるためには、
社会全体に対する啓発はもちろん、子どもたち自身
にも、自分がいかに大切な存在であるかを理解して
もらい、自分の大切さとともに他の人の大切さを認
めることの重要性を伝えていかなくてはなりません。
　今回の特集は、幼少期から人権啓発に触れるこ
との大切さを伝えます。

和5年4月にこども家庭庁が発足し、こども
基本法が施行されました。同じ年に、全ての
子どもや若者が身体的・精神的・社会的に

幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることが
できる「こどもまんなか社会」の実現を目指すため
の「こども大綱」が策定されました。
　しかし、いじめや体罰、児童虐待、児童買春や児
童ポルノなどの性被害など、子どもに対する人権侵

令

市が開催する人権啓発イベント参加者の声をまとめました。

アンケートから見る人権啓発の重要性

 

　幼少期から人権教育や人権啓発
に触れることが、豊かな人権感覚を育
むことにつながります。
　市は、年間を通して人権に関するさ
まざまなイベントを実施しています。人
権について考え
るきっかけになり
ますので、ぜひ、
親子で参加して
ください。

月曜日～金曜日
8時30分～17時15分

げつよう び きんよう び

じ ぷん じ ふん

▶共生交流ひろばって？
障がいの有無や国籍にかかわらず、いろいろな
背景をもつ子どもたちが、遊びや創作活動を通
して交流をしています。

幼児期
　自然に触れる機会を持つこと
や、読み聞かせなどを通して、命
の大切さを学び、他者だけでな
く自分自身の大
切さを伝えます。
人権という意味
が分からなくても、
他者理解のきっ
かけをつくります。

小学生期
　「仲間の思いを受け止め合う
学習」や「障がい者・外国人の人
権、部落問題学習など個別的な
人権問題」を通
して、さまざまな
人と出会い、日
常の自分の考え
方や行動を振り
返ります。

中学生期
　差別をなくす活動をしている
人たちとの出会い学習などで個
別的な人権問題などをさらに深
めながら、社会にある人権問題
の不合理を見抜き、問題点を出
し合い、差別
をなくすため
の実践行動
力を高めま

法務局こどもの人権110番
ほう む きょく じん けん ばん

こどもの人権 SOSミニレター
えすおーえすじん けん

電話での相談が難しい場合は、5月から7月までの間に小・
中学校で配られるミニレターを使って相談内容を書いて
送ると、返事が送られます。

でん わ そう だん むずか ば あい がつ がつ あいだ しょう

ちゅうがっ こう くば つか そう だん ない よう

おく

か

へんじ おく

人権政策課

課長 谷本 吉隆
たに もと　よし たか

　小さいころから少しずつ人権教育を取り入れることが、将来的に人権感覚を身に付けることにつながり
ます。成長の段階に応じて、できることを取り入れてみましょう。

　市人権教育センターで年4回ほど行われる
「キラキラこども村」では、市内在住の子どもた
ちや「共生交流ひろば」の利用者が、一緒に創
作体験や集団遊びなどの活動を行い、主体性
を育みながら、仲間とつながることの喜びを感
じ「共生」を学んでいます。

「いじめられている」「インターネット上のトラブルに巻き込
まれた」など、学校や家族のことなどで悩みがあったら抱
え込まずに相談してください。

じょう

がっ こう か ぞく

ま こ

なや かか

こ そうだん

1人で悩まず相談を

成長に応じてできることを学ぶ

さまざまな立場の人との関わりを通して

　0120-007-110

ひとり　 　　なや　　　　　 　そう だん

は「いっしょに入ろう」と、言っ
てくれました。そのおかげで
入ることができて、すごくうれしかったし、安心するこ
とができました。みんなとひさびさに会ってもあい
さつをしてくれたし、ぼくのことをおぼえていてくれ
ました。じゅぎょうでは、少しわからない言葉があっ
たとき、となりのＢさんが、「この言葉はこういう意味
だよ」と、わかりやすく教えてくれました。そのおかげ
で、楽しくじゅぎょうがうけられました。ぼくは、ちょっ
とずつ日本語がわかってきたけど、ぼくのまわりには
言葉でこまっている子がいます。自分がゆう気をも
らったみたいにその子たちがこまっていたらゆう気

　ぼくは、桜島小学校から２年生のときに引っこしを
して、インドネシアにすんでいました。だけど、日本に
もう一度もどってきて桜島小学校に通うことになりま
した。また同じ場所でべんきょうすることになったけ
ど、教室のドアの前に立つと、なかなか入ることがで
きませんでした。なぜ入れなかったかというと、ひさ

しぶりにみんなと会うのがはず
かしかったからです。
　そのとき、Ａさんが言った、「ど
うしたの」という言葉がわすれら
れません。ぼくが、「はずかしい
から入れない」と言うと、Ａさん

いことがあると、ペアやグループの友だちが、ヒント
をくれたり、ていねいに教えてくれたりします。私も、
泣いている友だちがいたら放っておかないし、体調
が悪い友だちがいたら、一緒に保健室まで付きそい
ます。
　障がい者だから困ることがあるのではありません。

　私のクラスでは、勉強が分からないことがあったり、
何か困ったことがあったりすると、みんなで助け合っ
て解決しています。それは、障がいがあるとかないと
かに関係ありません。自分たちの近くに、困ったり、助
けが必要だったりする人がいるから、協力している
のです。私は算数が苦手ですが、授業中に分からな

時は、母が姉の伝えたいこと
を通訳してくれます。頼まれ
たことがたくさんあると覚えられないようですが、生
き物の種類や特ちょうに関する記憶力は、びっくりす
るくらいです。母は、私や兄、もう一人の姉に「お姉
ちゃんを助けてあげてね」と言います。姉が困ってい
たら、もちろん助けています。
　「障がい者」と一言に言っても、生まれつきの人も
いれば、ある日突然、障がい者になってしまうことも

あります。また、私の祖父や姉のよ
うに、見た目だけではなかなか分
からないこともあります。だから、見
た目で判断するのではなく、「もし
かして」「何か困ったことがあるの
かな」と想像力をはたらかせ、声を
かけることが大事なのです。

　私は、8人家族です。そのうち2人が、障がい者手帳
を持っています。一人は祖父です。14年前、48歳のと
きに脳出血でたおれ、その影きょうで、右手は全く動
かず、うまく話すことができません。歩く時は右足に
そう具をつけていますが、冬は長ズボンをはくので、
見た目には気づかれないこともよくあります。買い物
に行った時、障がい者スペースに車を停めると、「こ
こは障がい者スペースやで」と言われ、上から下まで
じろじろ見られて、とてもいやな思いをしたこともあ
りました。
　もう一人は、一番上の姉です。見た目は、私たちと
変わりません。発達障がいがあり、周りの人とうまく
コミュニケーションがとれなかったり、こだわりが強
く、私たちには簡単にできることも、できないことが
あったりします。会話をしていると、何が言いたいの
か分からなくて、腹が立つこともありますが、そんな

人権作文ちた のもど子

ひさびさの桜島小学校 桜島小学校3年 ラディカ アディヤタマさん

目には見えなくても 稲生小学校5年 藤崎 里唯さん
ふじ さき り い

  学校で人権について学んだ児童・生徒の皆さん。自らの経験をもとに記した
 「人権に関する作文」について、代表作品をご紹介します。

 

人権政策課 　382-9011 　382-2214 　 jinkenseisaku@city.suzuka.lg.jp
教育支援課 　382-9055 　382-9053 　 kyoikushien@city.suzuka.lg.jp

今回の特集に関するご意見・ご感想は

できていたんだと思いました。
　ぼくは自分自身が日本で
生まれ育ってこなかったことをとても残念に思って
いました。日本に帰ってきて友達が少なかった頃、あ
の子とあの子は幼馴染だとか、保育園や幼稚園から
の友達だと聞くとうらやましく思う気持ちが強くあり
ました。でも、今はぼくはとてもいい経験をしてきた
んだと気づくことができました。
　少し前にぼくはテレビを観ていて、普段使ってい
る言葉の中で相手を傷つけてしまったり差別的な意
味を持つことがあるということを知りました。それは、
「ハーフ」という言葉です。お父さんとお母さんの国
籍が違う時、その友達のことをぼくも「ハーフ」と呼ん
でいるときがありました。でも、それも人を傷つけて
しまう可能性がある言葉だということを知りました。
その時にぼくはとてもおどろいて申し訳ない気持ち
になったし、同時に無知はとてもこわいことだと思
いました。知らず知らずのうちに人を傷つけてしまう
時があるからです。そういうことをなくすためには、
ぼくは、広い視野をもって、さまざまな知識を身に付
けることが大切だと思いました。
　ぼくたちはみんなそれぞれ違います。背が高い人
もいるし背が低い人もいる、運動が得意な人もいる
し、運動が苦手な人もいます。その違いを受け入れ
お互いを理解し合うことが大切だと思います。見た
目だけで判断するのはとても残念なことです。ぼく
たちには、これからいろいろな人との出会いが待っ

　ぼくは背が低いです。そのことをからかわれること
がよくあります。普段は気にしないようにしています
が、あまりにしつこかったり、悪意のある言い方には
いくらぼくでも傷ついてしまうことがあります。身長
はぼくの力ではどうにもならないからです。
　ぼくは４年前まで、お父さんの仕事の関係でベト
ナム・モロッコ・フィリピンに住んでいました。ぼくが
住んでいたところには日本人学校がなかったので、
ぼくはずっとインターナショナルスクールに通ってい
ました。通っていた学校には、どの国でもいろいろな
国籍の子がいました。逆に日本人はほとんどいませ
んでした。かみの色や目の色、体格、肌の色、言語、宗
教、文化が違うのは当たり前のことでした。だからぼ
くもそれが当たり前のことだと思ってきました。
　ぼくの仲の良かったフランス人の友達は、お父さ
んと同じカーリーヘアでした。彼はそれをとても気に
入っていたし、とてもすてきな髪だとみんなが思って
いました。また別の友達は超未熟児だったため歩く
ことが不自由でした。彼はいつも一生懸命で何度も
手術を乗り越え、周りはいつも彼を応援して支えてい
ました。人と違うことを笑ったり、からかったりする人
はいませんでした。お互いをリスペクトしあうことが

いことがあると、ペアやグループの友だちが、ヒント
をくれたり、ていねいに教えてくれたりします。私も、
泣いている友だちがいたら放っておかないし、体調
が悪い友だちがいたら、一緒に保健室まで付きそい
ます。
　障がい者だから困ることがあるのではありません。

　私のクラスでは、勉強が分からないことがあったり、
何か困ったことがあったりすると、みんなで助け合っ
て解決しています。それは、障がいがあるとかないと
かに関係ありません。自分たちの近くに、困ったり、助
けが必要だったりする人がいるから、協力している
のです。私は算数が苦手ですが、授業中に分からな

時は、母が姉の伝えたいこと
を通訳してくれます。頼まれ
たことがたくさんあると覚えられないようですが、生
き物の種類や特ちょうに関する記憶力は、びっくりす
るくらいです。母は、私や兄、もう一人の姉に「お姉
ちゃんを助けてあげてね」と言います。姉が困ってい
たら、もちろん助けています。
　「障がい者」と一言に言っても、生まれつきの人も
いれば、ある日突然、障がい者になってしまうことも

あります。また、私の祖父や姉のよ
うに、見た目だけではなかなか分
からないこともあります。だから、見
た目で判断するのではなく、「もし
かして」「何か困ったことがあるの
かな」と想像力をはたらかせ、声を
かけることが大事なのです。

　私は、8人家族です。そのうち2人が、障がい者手帳
を持っています。一人は祖父です。14年前、48歳のと
きに脳出血でたおれ、その影きょうで、右手は全く動
かず、うまく話すことができません。歩く時は右足に
そう具をつけていますが、冬は長ズボンをはくので、
見た目には気づかれないこともよくあります。買い物
に行った時、障がい者スペースに車を停めると、「こ
こは障がい者スペースやで」と言われ、上から下まで
じろじろ見られて、とてもいやな思いをしたこともあ
りました。
　もう一人は、一番上の姉です。見た目は、私たちと
変わりません。発達障がいがあり、周りの人とうまく
コミュニケーションがとれなかったり、こだわりが強
く、私たちには簡単にできることも、できないことが
あったりします。会話をしていると、何が言いたいの
か分からなくて、腹が立つこともありますが、そんな

見た目って大切？ 創徳中学校1年 山本 悠太さん
やまもと ゆう た


